はっくつ文庫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＤＢＬ（埋蔵文学発掘）会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　著作権に充分ご配慮ください。

コピー・転送　禁止です。

　　還る日まで
　　　　　　　　　　　　　　　　尾崎　寛
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　この都会では別に珍しくもないが、綺麗な店の並んだ複雑な地下の雑踏の中で、 一人の男が花模様のタイルの上に立っている。男は若くはない。四十を過ぎているだろうか。身につけている粗末な色あせたシャツ、ポケットがすり切れたズボンなどが、彼の暮しを忍ばせる。伝染病かなにか、不浄なものがそこに漂っているように、雑踏が避けて通っているその男の瞳だけが、他の部分と較べて驚くほど若々しく清礎な光りさえ放っている。そして群集の一人が思わずその瞳を注視すると、彼はつかつかと寄って来て一枚の更紙を渡す。すると、たいていの人が受け取ってしまう。私も、つい目の前にさし出された紙を受け取ってしまった。私はその紙片をもて余した。電車からバスに乗り換えるために、私は毎日この地下の駅を通る。朝は出勤のサラリーマンや学生達で混雑し、夜は若者達の群や酔っぱらいで賑わうこの街で、毎朝晩のように私はこうした紙を受け取るが、その殆どは一目見るか見ないうちに屑籠へ投げてしまう。が、その時にかぎって持て余したのは、その男は、私が読むのを静かに傍でまっていたからだ。その日いつもと別の出口へ向かうために、改札を出た後めったに来ない方向へ向かっていた。そのことを私は少し後悔している。
　ガリ板刷りの粗末な印刷物には、私が予期していた、ワンセット千円ともTEL＊＊＊＊必ず電話してねとも……弾劾！政権と金、とも書いてなかった。見出しは、大きな字で、こう書いてある。

　「命ある良きもの」として海へ還ろう
　男は私が読み終るまで、落ちついた静かな態度で待っていた。静かな海底を彷彿とさせる、深い藍を含んだインジゴ色の彼の瞳とその文に、いつしか不思議な同調を感じた。私は、男に文書の意味を訊ねた。男は「二十年ほど前の話しです」と前置きして語り始めた。
　

　バスは快いスピードで走っていた。林立するコンクリートとガラスのビルが外の風景から消え、かわりに道路の挨を被った家々が真夏の光りの下に惨めな姿を晒している。その家々の向こうに松を主とした林が続き、更にその奥に水平線が輝いている。もう三十分もすれば終点だろう。僕は、窓から吹きこむ風を気持ちよく体に受けていた。あの都会の駅の雑踏の中で、毎朝電車を降りて会社までバスで行くのだが、それはこのバスではない。真夏の戸外に存在するもの、サングラス、額の汗、見事に焼きあがった車に道路--その混乱の陽炎の中で、僕は喘ぎ、全身に汗を吹き出しながら走ってきたバスの一台に飛び乗った。 ○○海岸行。そのバスの行先は初めて見るものだった。車掌のいるそのバスも同じように焼きあがっている。車内の金属の手摺りでさえ触れるとかなり熱い。車掌が僕に行先を訊いた。
---ドチラマデデスカ。
　僕は終点までと答え、請求された金額を払った。光りの氾濫する戸外からバスに乗ると、意外に中の暗いのに驚く。そしてその暗さがむしろ僕を落ちつかせてくれる。やがて車内の椅子が、所謂お見合いスタイルで青いビロードであることや、客が十人ほど乗っていることがわかる。僕は乗物の中でバスが一番好きだ。バスに乗っている人達は、何故か皆仕合せそうで優しく見える。
　子供は必ず靴を脱いで窓の外へのり出している。バスがコンクリートの街を抜けたころに、僕は、随分前から車中のどこからか気忙しいリズムが響いているのに気がついた。それは二つの軽い金属を打ち合わせるチャッチャッチャッという音だ。僕は周囲を見渡した。若い女、眠りこんでいる中年の男、競馬新聞を読み漁っている若いサラリーマン、子供を二人連れた疲れた女、女学生・・と見ていくと降り口の所に一人の老婆がいた。その老婆が抱いている猿の人形が、チャッチャッチャッという音を出している。猿は赤い帽子を冠り両手にシンバルを持っている。そして時々老婆が猿の頭を叩くとシンバルを打つのをやめて、歯をむき出してきィきィと啼く。老婆は、いつまでもそれを繰り返しては喜んでいた。
　バスは低い山の間を走っていた。乗客は停留所に停る度に減っていった。やがて山合いを抜けて海岸線を走るころになると、乗客は、老婆と僕の二人きりになっていた。客が減り閑静な漁村を走る車の中に、チャッチャッチャッと老婆の猿は一段と高い音を響かせた。バスに乗っておよそ一時間半の後、シュウテン、○○海岸デス。シュウテンです。終点です、とせきたてる車掌の声に僕はバスを降りた。
　そこは、いまにも朽ち果てそうな小さな雑貨屋の前だった。店の奥の暗がりの中に一人の老人が、蹲るようにして眠っていた。その雑貨屋にはおよそ似つかわしくない、ピンクと白のストライプの綺麗なショーケースが、バスを降りたときから僕の目をひいていた。前面のガラスは、びっしょり水滴をつけている。全くこの気違い染みた暑さの中で、日常品を並べているその店で買うに値するものといったらそれしかないといった具合に、ケースの中にはよく冷えたトマトジュースやコーラの清涼飲料水が並んでいた。僕は喉から食道へ流れ落ちる液体が放つ、冷い無数の泡の誘惑にひかれ店の中へ入っていった。僕に二度三度と声をかけられてようやく目覚めた老人は、危い足取りで出てきた。僕はコーラを買ってそのまま立ち飲みをした。罎を斜めにくわえたまま暗い店内から眩ゆいばかりの、光りの暴力に晒された外を見ると、挨に包まれた四五軒の家が寄り沿うように立っている。それは年老いて役に立たなくなった老人が砂漠の真中に捨てられ、いまにも息をひきとろうとしているかのように見えた。そして停留所の丸い看板の下に、猿を抱いた老婆が小さな影と共に立っている。僕はもう一本飲みたい気がしたが、すぐに故障を起し易い腹の調子を考えてやめにした。店を出る前に老人に海へ出る方角を訊いて、もう一つの売物の麦藁帽子を買った。
　既に強い潮の香りが、僕の鼻腔から肺の奥へそして血液にのって指の先にまで流れこんでいた。教えられた方向へ歩いていくと、簡易舗装のなだらかな坂を登りきった途端に、輝く海が視野一杯に拡がった。海は無数の鱗をもっているかのように表面に光りを踊らせている。全ての生が全ての愛がそこに生れ、やがてすべての愛を抱いたまますべの生がそこへ戻っていく・・・そう感じさせるほど海は優しさを孕み、生も死も飲みこんだまま存在していた。通勤途上の、背広こそ着ていないが半袖のシャツにネクタイ、それに黒い革靴に麦藁帽子という奇妙な恰好で、なだらかな坂を下って行く。舗装は途中で唐突に切れて砂地にかわっていた。 いま水平線は僕の目の高さにある。既に靴の中は砂で一杯になっていた。僕は靴も靴下も脱ぎ、裸足で波打際を歩いた。波が砂浜に駆けあがり、泡となって消える瞬間に蒼穹を映して真珠色に輝き、僕は僕を囲繞する光芒の中で少年の日の無意識な自由を感じていた。暫くして潮騒の中に別の音が交わってきた。小さな音でチャッチャッ……。僕は後を振り返った。そこには先程の老婆が、同じように猿の人形を持って立っていた。僕の後をつけてきたのだろうか。それとも単なる偶然か。僕は立ち止まって老婆を見ていた。老婆は近づいてくると、艶をなくした皮膚の奥のヤ二のたまった目で僕を見つめて言った。
---お若い人、とうとうここまで来られたか。
---……？
---お若い人。あんたも還りたいんじゃろ、あの大きな海へ。わしも還ろうと思ってな。
　そう言うと、老婆は風のように喉をひゅひゅと鳴らし、唄うように続けた。それはまるで別人の声だった。
---この世に生を享けないのが、すべてにましていちばんよいこと。生まれたからには、来たところ、そこへ速やかに赴くのが、次にいちばんよいことだ。(＊）
　僕は老婆に背を向けて歩き始めた。気違いの相手は御免だ。太陽はいま真上で輝き、僕の影は小さくまとめられて僕の下にあった。さっきのコーラは胃袋から直接皮膚を抜け消えてしまっている。小さな松林まで来たとき、僕は蔭の座り心地の良きそうな所へ腰を降した。少し遅れて、老婆がやはり同じように腰を降し、二人は黙って前方の海を見つめていた。
　僕の毎日の仕事は単調なものだ。いや、仕事だけでなく、生活（と呼ぶほどのものかどうか疑わしいが）そのものが単調だった。僕が日記をつけない理由は、その辺にあるのだろうが、もし僕が日記をつけるなら十年先までも書くことができる。

　　月　日
　今日は、赤いボタンを　回、青いボタンを　回押した。
夜、少し飲んで寝た。

　これを印刷して、空いているところだけを書きこめば、少なくとも十年は使えるだろう。ときには、こう訂正する必要があるかもしれない。
　夜、少し飲んで寝た。

　飲み過ぎた。後悔する。
　だからと言って、僕が日常なにも感じていないわけではない。ただそんなことは、取るに足りないことだというだけだ。

　一昨日の夜、僕は友達とごく当然のように飲みに出かけた。 一人は機智に富んでいて冗談の旨い男。もう一人は普段から調子がいいので幇間と皆なに呼ばれている男だ。この二人と飲みにいくと時には周囲の顰蹙を買うこともあるほど陽気に騒いだ。その日もタクシーをひろったときから賑やかだった。
---どこへ繰りだす？
---当然！
---桃代でんな。
---その言葉使い、なんとかしろよ。
　そして「機智」が、まじめな顔で僕に訊いた。
---小野小町に惚れて百日、通った貴公子、知ってるか？
---だろう。
　すると「機智」はにやっと笑った。
---イメージが合わないのが難だけど、それを君のニックネームとして進呈するよ。
---なぜ？
---・
---これはいい。恐れ入りやの鬼子母神。
---だから、言葉使い、なんとかしろって。
　それ以来僕は深草少将にされてしまった。そうしている限り、ともに二十代半ばを過ぎた独身は、充分に人生を楽しんでいるように見えた。その夜桃代で十二時近くまで飲んで別れ、僕は終電に間に合うように高架のホームに立っていた。眼下に夜の街がきらきらと明りを点滅させて拡がっている。そんな光景を見ていると、ふと死ぬとどんな気分かなと、感傷に近い思いが沸いてきた。暗い海と夜光虫の群れ・・海は死者の還るところ・・海はタナトスの世界・・ 一つの魂が一つの夜光虫となって、波の上に淡い光りをともす。時々他の夜光虫とぶつかると、無言で淋しい笑いを投げかけあいまた離れてしまう。オ前モトウトウ死ンダノカ。死ヌノモマンザラ悪イモノデモナイサ。静カデイイジャナイカ……。そして時には昔の恋人のことも思い出す。可愛イイ娘ダッタナ・・・。 夜の海は、孤独な夜光虫で冷たく光る。そんな連想は桃代での話題が遠因だったのだろうが、僕は暗く冷い波の上で揺られているような気分で、街の灯を見ていた。
　一人きりの部屋へ帰っても、その連想が離れなかった。眠りにつく直前の、深く暗い霞の中に浮遊した意識が、内からわき起こる孤独感にぶるっと身震いして、一人の男の名を呼んだような気がして深い眠りにおちた。

　チャッチャッチャッ…単調な音が、次第に僕を夢想から呼び戻した。僕は隣りの老婆を見た。痩せて干上がった老婆の座っている姿は、猿そのものだった。親猿の腕の中で子猿が無心にシンバルを叩いている。僕は思わず老婆に声をかけた。
---婆さん、その猿はなぜ同じリズムばかり繰り返すんだい。たまには変えたらよさそうなもんじゃないか。タンゴとかワルツとか。
　老婆は僕の脇へ寄ってきた。
---ほれ、見なされ、お若い人。
　老婆は猿を僕に渡した。僕は黙って受けとると、猿を見て立上ったほど驚いた。その赤い帽子を冠った猿は、撲とそっくり同じ顔をしていた。そしてなおも生真面目な顔でシンバルを打っている。暫くは声も出ないまま僕はただ猿を見ていた。ほっほっほっと老婆は笑って、いきなり猿の頭をひっぱたいた。僕とそっくり同じ顔の猿はシンバルを打つのをやめると、奥から沸き上ってくる怒りで耳まで真赤に染め、歯をむきだしてきィきィと抗議の声をあげた。それを見ながら老婆は、更に嬉しそうにほっほっほっと笑う。僕は自分の内に、嵐の予感を秘めた狂暴な真夏の積乱雲が猛り立つのを感じた。僕は小猿のかわりに老婆に抗議する滑稽さ陳腐さを認めながらも、老婆にどもって訴えた。
---ば、婆さん。これは……！
　猿は元の顔に戻ってシンバルを打ち始め、老婆はほっほっと笑っている。
---お若い人、あんた一昨日の夜のことをもうお忘れになったか。 いや、忘れていないからこそ、こうしてここへやって来たんじゃろが。
---一昨日の夜？
---そう。あんたはあの晩ひどく孤独じゃった。なぜかというに、あんたは人生なんてものは他人のもので、自分はただ芝居を見るように見ていればいいと思っていた。舞台の上で起きる悲惨だが愚かしい出来事の数々は、全て他人のことだと思っていた。ところが、いつの間にかその舞台 のごたごたの中で、自分も見苦しく右往左往しているのだと、気がついた。少なくとも傍観している訳にはいかないのだと。そう気付いて観客の方を見ると、お若い人、あんた自身が冷い視線で見つめていた。そしてあんたは、孤独感に思わず嘔気すら催した。…そうじゃなかったかの？
　僕はいつしか老婆の声に耳を傾けていた。 一昨日の孤独が頭をもたげてきた。それは、真冬の凍てつく夜に戸外で丸裸にされた幼児のように震えていた。体の奥まで直截につき抜ける寒さの中で、だから、だから僕は人生などというものに関わるのは嫌だと言ったんですと、必死に訴えかけるべき相手を捜している。
---……思い出したようだの、お若い人。そして幸いなことに、あんたはいじめられた子供がとびこんでいく母親のような、訴えかけるべき相手をうまく見つけだしたんじゃ。が、更に幸いなことに、あんたは泣きついているうちにアルコールのお陰で眠ってしまったがの。
---ぼ、僕は誰を呼んだんです・・？何と訴えたんです・・？
　老婆の喉がひゅうと風のような音をたてると、水平線の遥か遠くを見つめたまま、またも唄うような調子で語った。まるで腹話術のように老婆の口は機械的に動き、声は別のところから届いているかのようだった。

　　カミュ
　　僕を支えるこの大地が
　　とつぜん巨大な蟻地獄にかわり
　　やみわだの底深く
　　砂粒とともにずり落ちていく
　　めくるめく真夏の瞬間に
　　僕の口は君を呼ぶ

　　カミュ
　　君は安易に嘘をつく
　　シーシュポスの労苦と神の非存を
　　ともによしとすることはできない
　　巨大な岩の重量による苦痛のあと
　　「全てよし」と運命を悟り
　　神々を沈黙させ得ても
　　彼の闘争に希望はない

　　カミュ
　　いま 僕自身が
　　何億という砂粒となって
　　奈落の闇へ落下していくとき君は
　　地中海を見るときの
　　あの悲しそうな眼で
　　ただ僕を見ているだけだ

　　だが、 カミュ
　　君の僕を見つめる瞳のなんと
　　優しいことだろう
　　君は知っている
　　僕の不幸を
　　神に人間であることを課せられた
　　僕のみじめさを
　　君の神聖さ
　　君の愛
　　君の激昂
　　そして君が人間を傍観するための椅子
　　それはいま
　　僕のものだ

　老婆が語り終ると、二人の間に沈黙が続いた。僕は煙草に火をつける。この光りの中でマッチの炎は見られない。細く白い軸が先端から黒へと変色していくのでそれとわかる。ネクタイもはずしシャツの前を開げて風を受け、潮風が快く汗を乾かすのを感じながら煙草を吸った。僕は暫く老婆の言葉を反芻していた。カミュ……そうだ、確かにあの晩僕はそう呼んだ。

　「バー桃代」で僕達は賑やかに飲んでいた。---あなたたちは本当に長生きできるわよ。
　いかにもその莫迦陽気に感心したように桃代が言った。
　すると「機智」が笑って答えた。
---ママほどは、無理さ。
---あら、どうして？
---美人薄命
　桃代が理解するのに一呼吸の時間がかかった。
---ひどい！
　桃代が叫ぶと、
---ごめんごめん、怒るなよ、冗談で言ったんじゃないんだから。
　更に追い打ちをかける。桃代も負けていない。
---こららのビール一本二千円ね！
　と奥のカウンターに叫ぶ。 ，
---いやぁまいった、まいった。
---だけど本当にしあわせな人達ね。いいわね。サラリーマンて気楽で。毎月決まった日になればお給料をもらえるし。
---二日酔いでも寝呆気ていても。
　と「幇間」が言った。軽く冗談めかして言ったものの陽気さはなかった。僕の頭の中で青と赤のボタンが点滅する。さらに、ちかちかと瞬く光の奥にαの顔が浮かんで来た。αは、一流とはいえないが工学部の出身で、やや気の弱いところのある男だった。彼が工学部を選んだのも、本来好きだったせいだが、工学士なら数式と機械相手でヒトと話さなくてもいいだろう・・と、思ったからだ。 だが、仕事は彼が予想していた以上に単調だったし、仕事が機械化管理化されて出来た空間には、この大都会の真中では信じ難い程のムラの人間集団が埋めつくしていた。彼のただ一人の友人だった僕に、飲みに行くとよくこう言っていた。「ここは、イタリア直輸入のネクタイとフランスのオーデコロンをつけた村役場だよ」
　入社の約一年後のある白、彼はつっと席を立つと窓に向かって歩いた。窓を開けた彼を他の人が訝しい気に見ていると（ビルは年中温湿度一定だった）、彼はその窓から十階下のコンクリートヘ飛び降りた。

---少将殿、いかがめされた。
　「機智」が僕に言った。
---悩める貴公子気取りはないでしょう。
---あら。悩める貴公子てこんな顔なの？
　桃代が訊く。
---十九世紀ロシアの社交界の若者の間で流行った手口でね。華やかな舞踏会で、いかにも人生に疲れ悩んでいます とメランコリックな表情をしているのが、貴婦人に受けたそうだ。
---へぇ、そぉ。
　桃代が感心した。僕は舞踏会の貴公子だって、あるいは本当に悩んでいたのかもしれないと、ふと思った。
---わかったわ。
　急に桃代が手を打って
---あなた、わたしに恋しているんでしょう。だったらそんな古い手を使わなくても，そう言えばいいのに・・亭主の後釜にしてあげる。
---ちよっと待てよ。ママには小学生の子供がいるんだろ。
---幼稚園よ。いいじゃあない、作る手間がはぶけて。
---子供はいらないから，手間の方だけ手伝わせてくれよ。
　一時沈みかけていた気分が、また盛り上がってきた。「機智」と「幇間」は無責任に、よかったを連発して乾盃を繰り返した。
　が、恐らくそのときから、僕の中に切実で密かな願望が生まれていたのだ。
---お若い人、どうされた。
　老婆が僕を呼んだ。僕は張りつめ過ぎた神経を緩めるため大きな深呼吸をした。
---婆さん、思い出したよ。なぜあの晩カミュと呼んだのか。
　老婆は黙って大きく頷いた。〈人生ヲ不要ナモノト見做シ、カツ人間ノ生キ方トシテ敢然トシテイラレル方法ハナイモノダロウカ…〉僕は、そこに小さな希望の灯を見出しかけていた。〈イヤ、オソラクハ人間二トッテ人間性モ人生モ拒否スベキモノナノダ〉そして、今度はこの夏の白日の明晰さの中で呼びかけた。

　　カミュ
　　君はただ一人錬金術に成功した
　　君の手にかかると
　　鉛もたちまち金に変わる
　　リュウマチの老人も
　　人生に対する美しい闘士だ

　　ある平凡な目覚めの朝
　　醜い毒虫に変身してしまう
　　救い難いとまどいに君は
　　明日はアキレスにも優る闘士に
　　変わるのだと教えた

---美しいのお、お若い人。よく覚えておきなされ。人間が変化していく美しさが、ゆるやかに起こるということは、めったにない。ある日突然大きく背伸びして変化する。なんでもそうじや、毛虫だって内から起きてくる変化に耐え切れなくなると、突然古い殻を捨てて美しい蝶になる。命の流れとはそういうものじゃよ。愚かな眼には、それがとてつもない破局としか映らない。恐れることなどこの宇宙に一つもない。なにも恐れることなどないのじや。あるのはただ一つの命の流れのみ。破局を勇気をもって飛びこすことのできるものだけが、本当のことを知ることができる。そしていつの日か、「命ある良きもの」として還ることが許されるのじゃ、あの海へ。
---命ある良きもの……？
---そう。皆が皆死んで還る訳ではない。命のために必要な勇気と知識を備えたものは、許されて元の姿で還ることができる。わしはたんと見てきた。この砂浜から海へ還っていったもの達を。鯨、鮫、海蛇、貝、飛魚……みんな許されて行ってしまった。そして今度はわしの番が来たんじやよ。
--じゃ、人間は皆海から来た？！
---ああ、みんな海から来た。なんらかの罪で人間という 病を病むようになったんじゃ。最近は「命ある良きもの」の数が少なくなった。そのかわり人間が増えてしまった。罪なことじゃ。
---じゃあ、僕の本当の姿は……。
---あんたはカジキじや。ほら、ロが槍のように鋭く背びれをぴんと張ったカジキじゃ。いまでもあんたの顔には昔の面影がある。
---婆さん、僕も還れるかい？
---それはわしにもわからない。いまのあんたの美しさは、「人間」という名の病と闘っている、なんとしてでも生き残ろうとする闘病者の美しさじゃ。ようやく一度脱皮したところだからな。それに「命ある良きもの」としては、勇気も知識もまだまだ足りない。何年かかるか何十年かかるかはわからんが、諦らめんことじゃ。わしだって八十年を越してようやく還してもらえるんじゃから。そしてただひたすらに許しを乞うことじゃ、この海に。許してくれ。許してくれ……と。僕は、いつしか心の中で老婆と言葉を合わせていた〈許シテクレ、許シテクレ〉
　気がついたときには、長い時聞が経っていた。夏の日の終幕を告げるタ日が、海に大きな炎の輪を拡げていま沈もうとしている。風が弱くなり始めていた。〈僕ハカジキナンダ〉希望と新しい不安が、心に忍びこんだ。
　僕には小学生のときから、一つの夢想癖があった。堅い木の机と椅子が、手枷足枷となって僕を締めあげるとき全く突然に、僕は天災が起こるのを望んだものだ。大地震か大洪水がやってきて、僕を枷から解放してくれる。僕はなにかが僕を救うために洪水となってやって来ることを頭の芯が痛くなるほど待ち望んだ。奇蹟は起こらなかった。が、その癖は更に誇大な妄想となって育っていった。そして、いま僕の中に確かな予感があった。〈大洪水ハ妄想ジャナカッタ。 イツノ日ニカ海ガ僕ヲ迎ヘニクル。ソノ日ニ僕ハ「命ある良きもの」、かじきトナッテ、槍ノヨウナ吻部ト船ノ帆ノヨウナ背びれトヲ持ッテ海二還ルノダ〉
　辺りを薄暮が覆い、タ日が次第に小さな炎となって沈み切ろうとしている。そのとき老婆が、何かぶつぶつと言った瞬間に立ちあがり、海へ向けてよろけながら走った。その口が叫んだ。Ｈｕｕｕｓａａｔａａ！僕は驚いて老婆の後を追いかけた。老婆は波打際で転倒するとそのまま沈んだ。駆け寄ると、どこにも老婆の姿はなかった。そして、老婆の沈んだあたりに、大きな海亀が沖へ向かって泳ぎだしていた。波間に老婆の衣服がおだやかに浮き沈みしている。僕は膝まで波で濡らして亀を追った。が、亀の方が遥かに早かった。大きなヒレで悠々と泳いで行く亀を僕は茫然と見送るだけだった。老婆はなんと叫んだのだろうか。僕には、「・・・」と聞こえたのだが。

　わたしにその話しをしてくれた瞳の美しい男は、雑踏の中で渦巻き流れて行く人間たちに無視されて立っていた。が、その夏の終りに近いある日、再び私が訪れると男の姿はなかった。ただ柱の暗い影の小箱に、粗末な印刷物と赤い帽子の猿だけが忘れられていた。〈もしか・・・カジキとなって、いまごろ広大な太平洋を我が物として・・・〉
　私はその日から、男がしていたように猿を抱いて同じ場所に立った。そして今日も、私の周囲を綺麗な身なりをした、病人特有の死臭を放つ群集が、大きな川となって流れ続ける。私は祈り続ける、遠い海に。〈許シテクレ・・・許シテクレ〉と。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　完




　　　　　＊（ギリシア悲劇「オイデプス」より）


　　　　　...................................

本を読むと、ちょっと一言いいたくなりませんか？ (:>)

(:0)　言いましょう！





ご感想メールをお送りください。

今後の参考やエネルギーにさせていただきます。(編集部）



「はっくつ文庫」トップへ






ここは文末です。



............................ＤＢＬ（埋蔵文学発掘）会

